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1. 創業者・椿本説三の先見性と企業家精神【第1部】 時の章「創造と革新の系譜」

の仲介業を始めたいと考えていた。大阪では、兄の

椿本三七郎が支配人を務めていた大阪市靱中通

（現・大阪市西区）の井田ゴム商店によく出入りした。

同店は自転車、人力車のゴムタイヤを販売していた。
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1. 創業者・椿本説三の先見性と企業家精神【第1部】 時の章「創造と革新の系譜」



　創業者椿本説三が自転車用チェーンと決別し、製品を機械用

チェーンに絞ったのは1928（昭和3）年のことである。将来の成長性
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2. 機械用チェーンで経営基盤を固める【第1部】 時の章「創造と革新の系譜」

ンの伸長に伴い、カタログの発行や官庁、会社との

取引などで「“工場”ではどうも格好がつかない」と

いうことになり、すでにこれまでにもカタログなどに使

用していた「製作所」の文字を正式に社名に取り入

れたのである。

　この機会に商標も従来のものを変え、説三の呼び

名である「つばき」を英文字化して新たに登録出願し

た（同年9月登録）。また、社章はイニシャルのTCW

（Tsubakimoto Chain Works）を組み合わせたも

のにした。

　説三はカタログの役割を重視し、多大な費用を投

じて町工場に不釣り合いなほど立派なものを発行し

た。内容は、英米のカタログを翻訳したものだった。説
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2. 機械用チェーンで経営基盤を固める
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2. 機械用チェーンで経営基盤を固める【第1部】 時の章「創造と革新の系譜」

た。最初の3カ月は工場内に半製品もあったので何

とか責任額を達成したが、その後は資材や人員の不
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3. 戦後の復興を経て経営再建を果たす【第1部】 時の章「創造と革新の系譜」

年8月に更新した。新石炭炉は低質炭でも十分な昇

温が得られ、切羽チェーンの増産にも応えられるよう

になった。1949年にはこれに工夫を加えた石炭炉1

基を増設し、ガス浸炭に切り換えるまでの約10年間

使用した。

　また、化学肥料工場が急激に増加し、コンベヤ

チェーンの需要は当社の生産能力を超えるように

なった。そこで、生産効率を高めるために第3工場を

コンベヤチェーン工場とした。同工場は1947年まで
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4. 高度成長を追い風に業容を拡大【第1部】 時の章「創造と革新の系譜」

たが、1960年代に入ると合成樹脂や合成繊維メー

カーへの納入比率が高まり、「フロー」「エプロベー

タ」、定量供給用「メジヤフロー」、振動コンベヤ「ブ

ルベヤ」などが実績を伸ばした。ステンレス焼入れ
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4. 高度成長を追い風に業容を拡大【第1部】 時の章「創造と革新の系譜」
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4. 高度成長を追い風に業容を拡大





UST創業25周年を記念して拡大開催された「全米幹部会議」
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5. 海外展開の加速と生産体制の拡充【第1部】 時の章「創造と革新の系譜」

　大村社長の第一歩は、志半ばに逝った山中前社

長の懸案事項を実行することから始まっ司邊『しのふ
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5. 海外展開の加速と生産体制の拡充【第1部】 時の章「創造と革新の系譜」

い、販売面で苦戦を強いられていた。

　こうした時期に、世界の有力タイヤメーカー・イタ

リ
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5. 海外展開の加速と生産体制の拡充
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　1986（昭和61）年、当社は創業70周年を機にCI（Corporate Identity：

コーポレートアイデンティティ）を導入し、目指すべき企業像を明確にするとと

もに、新しいシンボルマークを制定した。折から日本経済は内需拡大による好

景気に沸き、“バブル経済”と呼ばれる時代となる。当社の業績も上昇気流に

乗り、1987年から4期連続で増収増益を果たす。
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6. 独自の技術でさまざまなニーズに応える
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6. 独自の技術でさまざまなニーズに応える【第1部】 時の章「創造と革新の系譜」

各年度の実行計画を立案、絶えずフォローしながら新

しい
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6. 独自の技術でさまざまなニーズに応える【第1部】 時の章「創造と革新の系譜」

の引き合いが増加してきた。

　これに応えて、当社は1987（昭和62）年8月1日、

自動車の町デトロイト（ミシガン州）に、デトロイト駐在

員事務所を開設した。米国に拠点を置いてタイミング

ドライブシステム事業へ参入することになった。

　同事務所開設の年、早くもGeneral Motors［GM］

社から小型車SATURN向けのタイミングチェー

ンドライブシステムを受注。1989年にはUSTの

Holyoke工場でタイミングチェーンのノックダウン

（KD）生産をスタートし、GM社への納入を開始し

た。その後、GM社との取引は拡大し、高級車キャデ

ラック用のV8エンジンなどに採用された。　

　1990年10月1日、イタリアの自動車部
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6. 独自の技術でさまざまなニーズに応える【第1部】 時の章「創造と革新の系譜」

　また、花博の開催に先駆けて、当社は阪奈道路（府
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　1990年代を通じて、とりわけ力を注いだのが品質保証体制の構築である。
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7. 最高の品質、先進技術への挑戦【第1部】 時の章「創造と革新の系譜」

ISO9001の登録認定書



116 117





120





������ ������

�������7�ô�w
¼�í�z
Œ
��U	[�•�w�Å
“�²�H��
æ�³���Ì�w	·�®
Ñ���q�µ	ý�w�%
Ú�¯



126 127

7. 最高の品質、先進技術への挑戦



　1997（平成9）年6月、経営トップが交代し、福永喬常務取締役が第7

代社長に就任した。経営環境は厳しさを増していたが、「変革への挑戦、有

言実行」を掲
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8. 生き残りをかけた事業の再編【第1部】 時の章「創造と革新の系譜」

第1回業況説明会

したのである。

　それまで、支社や各地営業所で担当していた代理
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8. 生き残りをかけた事業の再編
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8. 生き残りをかけた事業の再編【第1部】 時の章「創造と革新の系譜」

グループ環境会議

2000年3月の経営方針説明会で福永社長は

「EMS（環境マネジメントシステム）構築宣言」を行

い、「椿本チエイン環境基本方針∵示すなど、

保全への取り組みを本格的にスタートさせた。

　2000年11月には、全事業所での取り組みを推
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ちの高い志、勇気、英知を後世に伝えようと設立さ

れた文化施設である。大阪を代表する企業家の一

人として、当社の創業者である椿本説三が選ばれ、
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9. グローバル・ベストの加速【第1部】 時の章「創造と革新の系譜」

●福永会長兼社長体制に
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9. グローバル・ベストの加速【第1部】 時の章「創造と革新の系譜」

車の指導により、「ものづくり改革活動（生産性向上

活動）」を開始した。中国をはじめ海外生産拠点の拡

大を進める中、海外に通用するモノづくりを国内で確

立させ、競合他社に負けないモノづくり技術を世界
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9. グローバル・ベストの加速【第1部】 時の章「創造と革新の系譜」
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【第1部】 時の章「創造と革新の系譜」 10. 「長期ビジョン2020」の達成に向けて
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【第1部】 時の章「創造と革新の系譜」 10. 「長期ビジョン2020」の達成に向けて

高速昇降・高耐久性を特長とする
「ジップチェーンリフタ」

3次元搬送を得意とする
「フレックスリンク」

スムーズに
搬送物を回転・仕分けする
「オーキャリーユニット」

モジュール商品群
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【第1部】 時の章「創造と革新の系譜」 10. 「長期ビジョン2020」の達成に向けて

ライン改造後のRS80組立ライン ケーブルベヤ組立ロボット コンベヤチェーン配膳システム
危機対応初動対応マニュアル

国内グループ会社担当者が集合する
情報化委員会
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【第1部】 時の章「創造と革新の系譜」 10. 「長期ビジョン2020」の達成に向けて

2016年に第2工場を増設したTAK（韓国） メキシコ・TAM工場外観
グアナフアト州知事、シラオ市長を
お招きして開催したTAM竣工式

TSUBAKIロゴを掲げたTCP工場
（中国・石家庄）

TCPの合弁契約調印式

チェーンの丸物部品の
グローバル生産拠点となったTTC
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【第1部】 時の章「創造と革新の系譜」 10. 「長期ビジョン2020」の達成に向けて
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■ 7,600名が参加、「笑顔でつくるモザイクアート」

記念式典での映像紹介の後、会場入口
に展示されたモザイクアート
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	バインダー3
	200-201
	202-203
	204-205
	206-207
	208-209
	210-211



